
　当庫では、第6期中期経営計画の策定を機に、これまでの収益・リスク等の計画・管理の手法を見直し、「リスクアペタイト・フレームワー
ク（ＲＡＦ）」と呼ばれるスキームを導入します。

　「リスクアペタイト・フレームワーク（ＲＡＦ）」とは、事業計画（計数計画）をリスクの取得・管理と関連づけて立案し、「収益・リスク・自
己資本」に対する進捗状況をPDCAプロセスでチェックしながら修正を加え、最終的に収益とリスクの最適化をめざす取組みです。
また、その取組みを明文化したものを「リスクアペタイト・ステートメント（ＲＡＳ）」といいます。

① リスクアペタイト指針

当金庫は、ろうきんの理念「ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。」
を柱に、会員の皆さまに安心していただける健全性を保ちつつ、適度なリスクを取って、必要な範囲で収益を高め、
健全経営に徹します。

② リスクアペタイト方針
　「マイナス金利政策」や「持続可能なビジネスモデルの構築」等、金融環境の変化をふまえ、「量から質への転換」およびリスク管理の高
度化による収益の拡大をめざします。具体的には下記の項目を重点的に取組みます。

③ リスクアペタイトの具体化
　第 6期中期経営計画における2018年度のリスクアペタイトの計画実現に向けた重要な管理指標（ＫＰＩ・ＫＲＩ）を以下の通り定めます。
以降の年度については今後のＲＡＦ運営をふまえて、あらためて整理します。

④ リスクアペタイトのモニタリング
　ＲＡＦにおける収益とリスクの関係については、今後、下記の2つの指標により管理し、その変動・方向性をモニタリングしていきます。
中計および各事業年度開始以降は、期末に向けて定期的にこの収益とリスクの状況をモニタリングしながら、ＰＤＣＡサイクルによりチェックを行
い、必要に応じて経営方針・施策の見直しを行っていくことになります。

口座開設アプリの取扱い開始
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2017 年 10月より、スマートフォンによる口座開設アプリのサービスを開始しました。当庫に普通預金口座をお持ちでな
い方が 24時間 365日、スマートフォンで口座開設ができるようになりました。

インターネット投資信託のサービス開始

2017 年 8月より、インターネットバンキング「ろうきんダイレクト」で投資信託の販売を開始いたしました。ノーロード
（※販売手数料がかからない）や低コストファンドなどの中長期的な投資に向く商品や、資産成長をめざす商品など、ライン
アップが充実しています。また、福祉金融機関の役割発揮をめざし、ＥＳＧ（E＝環境・S＝社会・G＝ガバナンス）関連をテー
マとするファンドも揃えました。

「たんぽぽ認知症治療保険」の発売

　≪生涯生活設計支援≫のため、2017年 4月発売の「ひまわり認知症治療保険」に続き、10月より「たんぽぽ認知症治
療保険」( 太陽生命保険（株）) の取扱いを開始いたしました。認知症の保障に特化することで、お手頃な保険料で加入い
ただけます。

融資金利の引下げ・融資制度の拡充 

2017 年 10月より、多様化するニーズにあわせて各種ローンの金利引下げを行いました。なかでも、カードローン“マ
イプラン”には｢30歳未満の方を対象とした優遇金利制度｣を導入しています。加えて、マイカーローンおよびフリーローン
についてはご融資金額を拡充するなど、金利や制度の拡充を進めました。

LINE@による情報発信

 

2018 年 2月より、SNS普及にあわせ、キャンペーン情
報などを LINEで発信するサービスを開始いたしました。
タイムリーな情報を LINEでお届けすることで利用促進を
図ってまいります。

お客さま本位の業務運営への取組み

2017 年３月、金融庁の「顧客本位の業務運営に関する原則」公表を受け、当庫においても2017 年 12月に<東北ろ
うきん>の『お客さま本位の業務運営に関する取組方針』を策定しました。役職員一同、お客様にとって望ましい対応とは
どのようなものかを常に考え、行動してまいります。詳しくは、Ｐ.36～Ｐ.37をご参照ください。

【1】リスクアペタイト・フレームワーク（ＲＡＦ）の導入

【2】第6期中期経営計画におけるリスクアペタイト・ステートメント（ＲＡＳ）

（注1）「ＫＰＩ」 （Key Performance Indicator）：重要業績評価指標。組織の目標達成度合いを定義する補助となる計量基準群であり、
RAF では主に財務に係わるRAでのリターン指標を示しています。

（注2）「ＫＲＩ」 （Key Risk Indicator）： 重要リスク指標。RA として設定するリスクの種類と水準を示しています。
（注3）「リスクプロファイル」 ：現時点で保有しているリスクの種類と水準を示しています。（期首値）
（注 4）「有価証券10bpv」：金利が0.1％変動した場合の有価証券（債券）の現在価値の変動額を示しています。
（注5）「無担保個人貸出ＵＬ」：個人の無担保ローンを対象に100回に1回の割合で発生しうる最大損失額を示しています。

①　取得リスク率　　　＝　取得リスク量　　÷　　　残高
②　取得リスク利益率　＝　　　収益　　　　÷　取得リスク量

※　①の「取得リスク率」は、残高に対してどの程度のリスク量を取得しているかの割合です。
※　②の「取得リスク利益率」は、取得しているリスク量に対して、どの程度の収益を得ているかの割合です。
※　この2つの指標を掛けると、通常の利益率（利回り）になります。（残高を平残とした場合）

　第6期中期経営計画のＲＡＳを以下の通り定めます。

・有価証券運用の金利リスクの削減・適正化（ＩＲＲＢＢ対応を考慮）
・信用リスクの積極的な取得による貸出金収益拡大（有担保貸出から無担保へのシフト）

（ア） ＫＰＩ　（注1） （イ） ＫＲＩ　（注2）

金利
リスク

信用
リスク

リスクアペタイト指標

リスクプロファイル　（注3）

目標値

リスクアペタイト指標

リスクプロファイル　（注3）

目標値

有価証券　10ｂｐｖ(注 4)

4,310百万円　（3月末）

3,600百万円

無担保個人貸出ＵＬ(注 5)

265百万円　（3月末）

287百万円

健全性

収益性

成長性

項 目 計画値 項 目 計画値

自己資本比率

延滞率（件数ベース）

業務純益

当期純利益

ＲＯＡ（税引前）

預金純増額

貸出金純増額

9.81％

0.18％

3,208百万円

2,036百万円

0.13％

350億円

250億円
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